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イベント概要 

 

[イベント名]  2023 年 3 月期 決算説明会  

 

 [日程]   2023 年 5 月 16 日  

 

 [時間]   10:00 – 10:41 

（合計：41 分、登壇：30 分、質疑応答：11 分） 

 

 [登壇者]  3 名 

代表取締役社長  原田 英明（以下、原田） 

常務取締役 執行役員  柿﨑 宏治（以下、柿﨑） 

常務取締役 執行役員  義澤 俊介（以下、義澤）  
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登壇 

 

 

原田：明和地所株式会社、代表取締役社長の原田です。本日はお忙しい中、当社の決算説明会にご

参加いただきまして、本当にありがとうございます。本日は、5 月 11 日に公開しました、決算説

明資料に沿ってご説明いたします。 

まず、全体のサマリーです。 

2023 年 3 月期は、前期比で増収増益。また、2 月に公表した修正予想を上回る業績となりまし

た。期末配当金は、前期から 10 円増配し、45 円の予定です。今期 2024 年 3 月期の見通しは、売

上高、経常利益までは増収増益となる見込みです。 

分譲マンションについては、通期の売上計画 600 億円のうち 89%が契約済みです。配当金はさら

に 5 円増配し、50 円の予定とさせていただいております。2023 年 3 月末時点で、プライム上場維

持基準に全て適合いたしました。 

唯一、不適合だった流通株式時価総額は、上場維持基準である 100 億円を超えて、110 億円となり

ました。中期経営計画は順調にスタートしております。中計初年度の 2023 年 3 月期は、売上高、

利益ともに計画を上回っており、前倒しで進めています。 

では、順に詳細を説明していきます。 
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まず、2023 年 3 月期の連結業績についてご説明いたします。 

売上高は 623 億円、前期比 8%増収。当期純利益は 44 億円、前期比 70%と大幅な増益となりまし

た。期末配当金は、前期から 10 円増配の 45 円を予定しています。 

ウェルスソリューション事業では、収益賃貸マンション 2 棟の引渡しを行いました。マンション管

理事業は、他社管理物件のリプレイスが好調で、管理受託戸数が 1,560 戸と、好調に推移しており

ます。 
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連結 PL の概要は、記載の通りです。 

先ほど申し上げた通り、前期比で大幅な増収増益を達成し、通期の修正予想も上回る着地となりま

した。 
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次に、増収の要因ですが、分譲マンションの引渡し戸数が増加し、1 戸当たりの平均価格が上昇し

たことで、74 億円の増収となっております。 

また、力を入れている流通事業においても、買取再販が 24 億円、売買仲介が 1 億 2,000 万円、そ

れぞれ増収となりました。 
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分譲マンションについては、引渡しの戸数は 3%の増加ですが、平均価格が 15%と大きく上昇した

ことによって、増収につながっております。 

平均価格が大きく上昇した要因は、前期に比べ、当期は、東京、神奈川の比率が高く、神奈川県の

湘南エリアにおいては、1 戸 1 億円を超えるような物件もあったことなどによるものであります。 
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次に、売上総利益の増益ですが、分譲マンションの増収効果と、粗利益が 20.1%から 22.8%に向上

したことが主な要因となります。 

首都圏のマンション価格は上昇傾向が続いています。当社の販売するマンションも例外ではありま

せんが、立地、間取り、商品企画には特にこだわりを持った物作りを目指しております。 

高付加価値の商品がお客様のニーズに合致し、販売が順調に進捗したことが、利益率の向上へとつ

ながりました。 
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こちらのスライドにあるのが、当期引渡しをした物件の一部です。 

スライド中央の「クリオ湘南江ノ島グランマーレ」、これも非常に好調に販売推移しておりますけ

れども、江ノ島周辺では、大体、風致地区がかかっておりまして、6 階ぐらいまでしか建たないと

ころ、江ノ島のこの一部のエリアだけ、こちらは 13 階ですが、高い建物が建つゾーンがありま

す。それを建てられることによって、富士山と相模湾が見える、非常に眺望の良い物件となりまし

て、販売のほうも好調に推移したということであります。 
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次に、営業利益についてです。 

先ほどまでご説明したような理由で売上総利益が増加しておりますが、積極的な販売活動により販

管費が増え、営業利益は前期比 17 億円の増益となりました。 

販管費の増加ですが、これは 24 年 3 月期以降に売上計上となる物件の広告宣伝費が一つの要因と

なります。当社は、竣工前の青田売りを基本としているため、売上に先行して広告宣伝費が計上さ

れており、ビジネスモデル上、翌期以降の成長のための先行投資となります。 

また、流通事業を中心に人員を増強したことから、人件費が増加しております。 
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2023 年 3 月期の事業別の売上高構成は、ご覧の通りです。 
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当期のトピックスです。 

2023 年 3 月に神奈川県内での累計供給棟数が 500 棟を突破しました。 

神奈川県内にお住まいの方であれば、ご近所でもクリオマンションを見かけた方も多いのではない

かと思います。 
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当期純利益は、2 月に公表した修正予想を 6 億円上回りました。売上総利益の増加でプラス 4 億

円、分譲、流通ともに好調だったことから、それぞれ 2 億円ずつ予想を上回りました。 

その他、税額の差異で 2 億円のプラスが発生しました。これらの要因により、44 億円の着地とな

っております。 
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続いて、2024 年 3 月期の連結業績予想についてご説明いたします。 

今期は、売上高 830 億円、営業利益 63 億円、経常利益 52 億円、当期純利益 38 億円を予想してお

ります。売上高、営業利益、経常利益で、増収増益とする計画です。売上高は 33%増、営業利益

は 6%増、経常利益は 4.2%増となります。なお、当期純利益については、税額の影響により減益を

予想しております。 
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売上高については、623 億円から 830 億円に、200 億円を超える増収となる見込みです。分譲マン

ションの引渡しが 841 戸から 1,000 戸に増加することが主な要因です。 

なお、分譲マンションの売上高予想 600 億円のうち、9 割の 534 億円が期初の時点で契約済みで

す。引渡し時に売上が計上されることとなります。また、流通事業、ウェルスソリューション事業

についても、それぞれ増収となる見込みでございます。 

ウェルスソリューション事業は、4 棟の売上を計画していますが、うち 2 棟は既に 4 月に引渡し済

み、売上計上となっております。 
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売上総利益は 156 億円から 175 億円に、18 億円の増益となる見込みです。資産ポートフォリオの

入れ替えを行う予定の賃貸事業以外は、全事業で増益を見込んでいます。 

なお売上総利益率は低下する見込みです。 

分譲マンションについては、当期 2023 年 3 月期において、特に付加価値の高い物件があったこと

の反動で低下する見込みです。買取再販においては、資本回転率を重視する方針をとり、利益率に

ついては、保守的な計画にしています。 
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営業利益は 59 億円から 63 億円に、3.5 億円の増益の見込みです。 

25 年 3 月期に売上計上となる物件の販売を積極的に進めていく計画であるため、販管費が広告宣

伝費などを中心に 14 億円増加する見込みですが、売上総利益の増加が上回り、増益の計画です。 
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ご覧のスライドは、今期の主な供給予定物件です。 

前期の供給戸数は 865 戸でしたが、今期は首都圏を中心に 1,300 戸を供給する予定であり、1.5 倍

に増加します。そのため、広告宣伝費が増加する計画となります。来期以降に売上計上となる物件

の販売を積極的に進めていきます。 
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営業利益、経常利益までは増益見込みですが、当期純利益は、繰越欠損金の消滅による影響のた

め、減益見込みとなります。 

 

なお、2024 年 3 月期の配当金については、5 円増配の、1 株当たり 50 円を予定しております。 

配当性向は 30.9%となります。 
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売上の構成比が大きい分譲事業についてご説明いたします。 

こちらのスライドは、分譲マンションの契約状況です。分譲マンションについては、引渡しを行っ

た時点で売上計上となります。2023 年 3 月期にも販売を順調に進めてきましたので、今期売上計

画の 600 億円のうち 89%の 534 億円が期初時点で契約済みで、今期 2024 年 3 月期に売上計上が

予定されています。 

残りの 11%を早期に販売することで、売上計画の達成を着実なものにしていきます。併せて、来

期 2025 年 3 月期以降の物件の販売を積極的に進めていきます。なお契約状況については、四半期

ごとの決算補足説明資料で進捗を説明していきます。 

売上の先行指標として注目していただければと思います。 
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今期の主な竣工予定物件をいくつかご紹介します。既に完売している物件となります。 

スライド中央の、「クリオ世田谷松原ザ・クラシック」、こちらの物件につきましては、閑静な世

田谷区の中において、総戸数は 46 戸と、ある程度規模のある物件であり、バリエーションに富と

んだプラン、メゾネットのプランですとか、100 平米のプランですとか、多彩なバリエーションに

よって、非常に販売が好調に推移した物件になります。 
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左側の「クリオ鵠沼海岸グランロワ」、こちらは湘南の鵠沼の、皆さんご存じかと思いますけれど

も、三笠会館という昔からあるフレンチのレストランの跡地を取得させていただきまして、そこに

建てたマンションなります。 

こちら富裕層のお客様をターゲットにして、100 平米、一番大きい住戸ですと 170 平米あるような

プランも中には入っております。こちらも、東京に家を持ちながら 2 拠点生活をという方々のニー

ズを捉えて、非常に好調に販売が推移しました。 
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中央の「クリオ レジダンス新札幌駅前」、こちらは新札幌にあり、ちょうど千歳からも近いです

し、札幌中心部からも近いということもありまして、札幌に住まわれている方々、東京からのお客

様など、非常に幅広いニーズを持って、販売が好調に推移しました。 

やはり空港に近いという利便性と札幌に近いという利便性、あと立地も駅前ということもあって、

非常に高いニーズがありまして、好調に販売が推移したということになります。 
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なお、今期は、7 割が第 4 四半期に竣工予定です。 

そのため売上高は、第 4 四半期に集中する見込みです。第 1 四半期から第 3 四半期にかけては、

竣工予定の物件が少ないため、四半期毎の分譲マンション事業の売上、利益については、限定的な

業績となる計画であります。当社としては、あくまでも通期での売上、利益の計画達成を重視して

事業を進めてまいります。 
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続いて、力を入れている買取再販事業の売上高予想についてご説明いたします。 

今期は、前期から 41%増収の 91 億円としていますが、既に期初時点で 126 億円分の売上材料を確

保しています。その内訳としては、契約済みが 12 億円、既に販売中の物件が 34 億円あります。 

また、販売に向けたリノベーションを行っている物件などが 49 億円あります。販売準備期間は半

年未満であるため、今期の売上材料となります。 

引き続き、仕入れに注力し、更なる売上材料の確保に努め、販売も積極的に進めていくことで、売

上計画の達成を着実なものにしていきます。 



 
 

 

Copyright © MEIWA ESTATE Co., Ltd. All rights reserved. 

 
25 

 

 

今期 2024 年 3 月期から、現状の事業管理体制に合わせ、記載の通り、報告セグメントを変更する

予定です。第 1 四半期の決算から新報告セグメントにて公表します。 
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ここからは、2022 年 2 月に公表した新中期経営計画の進捗状況についてご説明いたします。 

中計初年度の 2023 年 3 月期は、売上高、経常利益、当期純利益の全てで計画を上回りました。分

譲事業をはじめとして、計画は前倒しで進んでいます。分譲事業と流通事業の買取再販の仕入れが

好調で、売上材料の確保が順調です。 

マンション管理事業は、他社管理物件のリプレイスが好調で、管理戸数は計画を上回り、進捗して

おります。 
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初年度の 2023 年 3 月期は、売上高、経常利益、当期純利益の全てで計画を上回りました。右側の

赤い線が今期 2024 年 3 月期の予想です。 

当期純利益の予想は 2026 年 3 月期の計画値の水準となっており、2 年ほど前倒しで進んでいま

す。 
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事業別に中計の進捗をご説明いたします。分譲事業は販売が好調に推移しており、当期 2024 年 3

月期は、中計の売上目標に対して 97%が契約済みとなっています。 
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分譲事業は、仕入れも順調に進んでいます。中計 2 年目の今期 2024 年 3 月期は、中計の売上目標

550 億円に対し、615 億円の売上材料を確保しています。来期の 2025 年 3 月期も目標 600 億円に

対し、641 億円の材料を確保しています。 

再来期の 2026 年 3 月期についても、目標 630 億円のうち 64%の 409 億円の材料を確保していま

す。当面、マンション用地の仕入れが中計達成のボトルネックになることはありません。今期は、

再来期、2026 年 3 月期以降の売上材料の確保を進めるとともに、来期 2025 年 3 月期以降の売上

計上予定物件の供給、契約を着実に進めてまいります。 

34 ページと 35 ページについては、同様の内容ですので、省略させていただきます。 
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なお、2023 年 3 月末の完成在庫は 15 戸と、大変低い水準になっております。 

 

続いて、流通事業についてです。 

買取再販は、中計初年度の売上目標を達成しました。 

今期 2024 年 3 月期は 83 億円の売上目標に対して、12 億円が期初時点で契約済みであります。 
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先ほどご説明しましたが、今期の売上材料は 126 億円分を確保していますので、今後販売を積極

的に進めていくことで、目標の達成を目指します。 

39 ページ、40 ページについては、同様の内容ですので、省略いたします。 
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注力している流通事業に関する体制強化についてご説明します。 

従来、仲介店舗経由の情報での買い取りがメインでしたが、買取再販の仕入れ強化のために、

2022 年 4 月に仕入れ専門チームを設置しました。人員を増強し、不動産仲介業者様との関係を一

層強化したことで、情報の取得件数が増加し、中計初年度である 2023 年 3 月期の仕入れ戸数は、

前期比で 27%増の 182 戸となっております。 
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売買仲介は、中計初年度である 2023 年 3 月期の売上高目標 6 億円を上回り、売上高は 8.2 億円

と、137%の達成率となりました。 
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流通事業の強化に向けて、中計初年度の 2023 年 3 月期は、店舗の新設や拡張移転、人員増強を進

めました。2022 年 7 月に福岡店、8 月に名古屋店を開設し、首都圏、札幌、福岡、名古屋を合わ

せて 11 店舗体制となりました。 

加えて、8 月には上野店を業容の拡大に伴い、拡張移転し、9 月には国分寺店を、より営業基盤の

充実した吉祥寺店へと移転しました。 

2023 年 4 月には、渋谷店と川崎店の拡張移転を実施しました。 

また、経験者採用を積極的に行い、人員の増強に努めるとともに、各店舗の収益向上に努めてまい

ります。 
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続いて、マンション管理事業についてご説明いたします。 

中計初年度の 2023 年 3 月期は、売上高・管理戸数ともに目標を上回りました。ストック収益の拡

大に向けて、他社管理物件のリプレイス営業に注力してきたことで、管理受託が好調に推移してい

ます。 

今期 2024 年 3 月期は、期初時点での契約ベースでの管理戸数は、既に目標を達成しています。引

き続き、リプレイス営業に注力してまいります。 
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新規管理受託の状況です。紺色が、他社管理物件のリプレイスによる受託。白色が、自社で分譲し

たクリオマンションの受託です。 

2023 年 3 月期は、2,464 戸のマンションの管理を受託し、そのうち 63%の 1,566 戸がリプレイス

による受託でした。2022 年 3 月期の 200 戸から、7.8 倍になりました。引き続き、受託営業を強

化し、ストック収益を増強していきます。 

中期経営計画のご説明は以上となります。 
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続いて、株主還元についてです。 

配当金につきましては、先ほど申し上げましたが、今期は 5 円増配し、50 円を予定しておりま

す。配当性向 30%を目途とし、安定的な業績の拡大を通じ、継続的な株主還元強化を目指してま

いります。 
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株式流動性の向上を目的に、2022 年 12 月に発表の通り、株主優待制度を導入しています。 
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続いて、上場維持基準の適合状況についてご説明申し上げます。 

こちらが、2023 年 3 月末時点の上場維持基準への適合状況です。 

移行基準日時点では、流通株式時価総額が基準を満たしていませんでしたが、3 月末時点では 110

億円に向上させ、全ての基準に適合したことを確認しております。 
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流通株式時価総額は、移行基準日時点を 69 億円から、3 月末時点では 60%向上し、110 億円とな

りました。 
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2023 年 3 月期は、株式流動性の拡大を目的とした施策を実施しました。12 月の株主優待の導入を

契機に、1 月には増配を公表、2 月には業績予想の上方修正などの施策を実施し、平均売買高は

4.7 倍になりました。 

流動性の拡大より、機関投資家の皆様にも投資をしていただきやすくなったと考えております。 
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2023 年 3 月期は、株価の向上と流通株式比率の向上に向けて、スライドに記載のような、さまざ

まな取り組みを実施しました。 

 

IR 強化の内容は、ご覧の表の通りです。 
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2023 年 3 月期については、決算説明会を 2 回、個人投資家向けのイベントに 1 回、私が参加を

し、お話をさせていただいております。 
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今期 2024 年 3 月期にも複数のイベントに参加予定です。 

5 月、7 月には個人向けに説明会を開催する予定です。また、半期の業績が出る 11 月には、本説

明会と同様に、機関投資家、アナリスト向けに決算説明会を開催する予定ですので、ぜひご参加い

ただければと思います。 
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また、当社への理解をより深めていただくため、2023 年 3 月期は 1on1 ミーティングを 5 回実施

しました。今期についても積極的に開催していきますので、ご要望があれば、ぜひともお声掛けく

ださい。 

当社のご説明やご意見交換の場として、ぜひミーティングの機会をいただければと思います。 

ご説明は以上となります。各施策の詳細については、次ページ以降に参考として掲載していますの

で、ぜひご覧ください。また、65 ページ以降に、各セグメントの状況についての資料があります

ので、ご一読いただければ幸いでございます。 

ご清聴いただき、ありがとうございました。 
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質疑応答 

 

司会 [M]：それではこれより質疑応答に入りたいと思います。係の者がマイクをお持ちしますの

で、マイクを使って、会社名、お名前をおっしゃってからご質問をお願いいたします。 

また、本日はライブ配信にてご視聴の参加者の方からもご質問をお受けいたしますので、ご視聴画

面のチャットボックスに質問内容をご記入の上、ご返送いただきたいと思います。 

それでは質問のある方、どうぞ挙手のほうお願いいたします。 

質問者[Q]：ご説明いただきありがとうございました。 

先ほどのご説明の中ですと、かなり既に契約も 9 割がた今期に関しては進んでおり、来年度以降の

引渡しの物件に照準が当たっているのかなと感じるんですけど、このあたり、足元のこのマンショ

ン市況のところ、販売環境などで、変化などはあるのでしょうかというところを教えてください。 

併せて、ある程度もう材料は確保されているところではあるのですが、改めて建築費ですとか、用

地代の高騰、原価が高騰しているところ、この辺りどうご覧になってるのかというのと、対策、想

定されているものがあれば教えてください。1 点目です。 

原田 [A]：今の全体の経済情勢についてですけれども、そちらは私からお答えさせていただきます

が、用地費、建築費の上昇もあり、コロナ禍によってお客様のニーズもだいぶ変わってきたことも

あって、非常にここ数年、新築だけじゃなくて、中古のほうも価格上昇が顕著に起こっていると思

います。 

これからどうなるかというのは非常に読みづらい部分がありますけれども、昨今の用地が非常にも

う限られてきていることもありますし、今、主に購入されてるお客様というのは、パワーカップル

と称される世帯年収で約 1,500 万、2,000 万、ある程度の富裕者層が購入取得に前向きに動いてい

る。そういうことを考えますと、そんなに大きく情勢調整が変わるような状況ではないのかなと捉

えています。 

今はアメリカで金融危機などいろいろ騒がれていますが、そんなものが起こればやはりこの市場と

いうのは分かりませんけれども、今現在のニーズ、その価格のところについては、底堅く推移して

いくのかなと捉えております。 

建築費等につきましては、常務の柿﨑から説明させていただきます。 
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柿﨑 [A]：はい。では、私のほうからご説明申し上げます。建築費につきましてはご指摘の通り、

上昇傾向といいますか、ほぼほぼ高止まりの状況が続いている状況でございます。 

その中におきまして当社は、施工の業者様との強力な関係を築いておりまして、具体的に申し上げ

ますと、設備仕様に関しましても、価格が安く、同等の機能を持ったものに変更したりですとか、

さまざまな施策をとっておりまして、発注に関しましても、できる限り当社のほうでイニシアチブ

を持ちまして、一部分離発注をさせていただく等、コストダウンに努めております。 

ですので、こういった環境下におきましても、当社におきましては、ある一定程度の建築コストの

抑えが効いているんではないかと考えております。以上でございます。 

質問者 [Q]：ありがとうございます。2 点目が、足元の PBR についてです。東証のほうでも勧告

はありましたが、御社としても海外投資家ですとか個人投資家へのアピール強化などは進めていら

っしゃるんですが、足元の PBR を見ておりましても大体 0.7 倍ぐらいと 1 倍を下回っているので

すが、この辺り、御社としての課題、どういったところにあるのかというのと、改善策として想定

されているものや、より一層対策として進めていきたいようなもの、取り組みがあれば教えてくだ

さい。 

原田 [M]：PBR につきましては、義澤のほうから説明させていただきます。 

義澤 [A]：はい。私のほうから説明させていただきます。今お話がありましたように、私どもの

PBR は今 0.6 という数字になっております。東証のほうから、あるいは日本経済新聞等でも、1 倍

に満たない企業はこれからどういう対策をとるんだというお話は非常に出ているところでございま

す。われわれもそこを真摯に受け止めて、PBR の改善に向けて進めていきたいと思っておりま

す。 

まずは、業容のところはもちろんでございますけれども、資産の回転性ですとか、あるいは収益

性、あるいはお客様のニーズに応えてのその販売状況の進め方とか、あらゆることを常にやりなが

ら PBR の向上に努めていきたいと考えてございます。以上でございます。 

質問者[Q]：ありがとうございます。ちなみに足元、そういった資産の回転性ですとか、収益性を

高めるような施策というのは、例えばどういったものをされていたり、これからされる計画なので

しょうか。 

義澤[A]：今、私どもで、固定資産といいますか、持っておるもの、あるいは棚卸資産に持ってい

る、ちょっと長期化しているようなもの、それについても早く改善をする。ですので、今回減損等
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もしておりまして、早めに売却をすることでのその回転を高めることを進めているところでござい

ます。以上でございます。 

質問者 [M]：ありがとうございます。 

司会 [Q]：ありがとうございます。それでは、こちらのライブでご参加されてる方のご質問を読み

上げます。 

買取再販が伸びておりますが、現状の利益率、他社、具体的な社名で A 社、B 社、C 社などとの差

別化について教えてください。 

以上、質問が来ております。よろしくお願いいたします。 

原田 [M]：ただ今の質問は、柿﨑のほうからご説明させていただきます。 

柿﨑 [A]：はい。では私のほうからご説明させていただきます。買取再販の差別化ということでご

ざいますけども、当社の買取再販につきましては、当社、もともとのデベロッパー出身であるとい

うところもございますので、「ツクリテ」というブランドを作って、そのコンセプトに則ってやっ

ております。今の買取再販というのは本当にいろんな会社様がやっていらっしゃるんですが、当社

に関しましては、新築分譲マンションで培ったノウハウをその買取再販に活かすということで、買

取再販でありながらもブランド化しようというかたちでやっております。 

当然、買取再販におきましても、昨今、建築費の上昇というのは新築分譲マンションと同じ状況で

はございますけども、その部分につきましても、当社につきましては一部分離発注をしたりですと

か、リフォーム施工業者様との密接な関係を築きながら、当社独自の形でやらせていただいている

ということでございます。 

ですので、一言で申し上げますと、なかなか買取再販でブランド化というのはあんまり他社様はや

っていらっしゃるところはそんなに多くはないとは思いますけども、当社といたしましては、「ツ

クリテ」というブランドのもとに、差別化を図ろうと思っております。以上でございます。 

司会 [Q]：ありがとうございます。それではもう 1 件、チャットボックスに質問が入っていますの

で、読み上げたいと思います。経済情勢の変動している環境下、不動産市況は今後どうなっていく

と見ているのか。また、それに対してどのような対策を行っていくのか。以上、質問が来ておりま

す。よろしくお願いいたします。 

原田 [A]：先ほどご質問いただいた内容とかぶってしまうとは思うんですけれども、不動産市況は

底堅く推移しているというところと、先ほど申し上げた、都心部に新しく建てられる用地が非常に

減ってきている、要は、ニーズのほうが上回ってる状況が続いてるもんですから、当然ながら、中
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古マンションの非常に立地の良いものも自然と値が上がってきている。やはりこの用地の問題が解

消されていかないと、この今の不動産情勢っていうのはなかなか変わっていかないんじゃないのか

なというのが基本的にはあると思います。 

この不動産市況、今までもバブル崩壊ですとか、リーマンショックですとか、そういうことがあっ

て、崩れるということは今までも何度もありましたんで、これは全く分からないということを言う

つもりもありません。情勢によっては、そういうことが起こる可能性も中にはあるということでご

ざいます。 

ここの対策については、それを想定して材料を仕入れないということもできませんし、われわれは

今の販売できる水準でしっかりと材料は揃えていくということをやりながら、その情勢については

われわれの今までの経験値と、そのようなものを使いながらウォッチしていく、リサーチしていく

ことで、もし情勢が変わるんであれば、いち早くその対応をする。 

やはり何かあったときには、いかに早くその物事を進めていくかというのが生死を分けるというこ

とにつながってくるんでしょうし、そのようなことは頭の中に置きながら、今の情勢をしっかりと

見定めながら事業展開していくということに注力しているということでございます。 

司会 [M]：ありがとうございます。それではご質問のほうございましたら、挙手のほう、またライ

ブでご参加の方は、チャットボックスにご質問内容のほう、ご記入をいただけますでしょうか。よ

ろしいでしょうか。特に、会社側、補足のご説明、ございますか。 

原田 [M]：大丈夫です。 

司会 [M]：ありがとうございます。それでは以上をもちまして、質疑応答を終了とさせていただき

ます。今後のお問い合わせにつきましては、経営企画部までお願いいたします。また、本日はせっ

かくの機会でございますので、名刺交換ご希望の方は、どうぞ前のほうへお進みください。 

それでは以上をもちまして、明和地所株式会社、決算説明会を終了させていただきます。 

本日は誠にありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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最後までお読みいただき、誠にありがとうございました。本書き起こしは、ご理解をいただきやす

いよう、文脈は極力そのままに一部編集をしております。ご了承ください。 
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